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デジタル教科書「推進ありき」デメリット検討不⼗分
ねない」と警鐘

［再考 デジタル教育 検証 中間報告］＜下＞

◇

 「コンピューターは横書きだ。国語の教科書も横書きではいけないのかな」。昨年１１⽉の中央教育審議会作業部
た。国語の教科書は、主に⽇本語の⽂章で根付いている縦書きを採⽤するが、デジタルの使⽤を拡⼤するには⾒直し
る発⾔だった。

 作業部会は、デジタル教科書の「推進ありき」で設置された。初会合
授は「（作業部会の）名称は『推進ワーキンググループ』だ。デジタル
それに合わせて制度を⾒直していく」と強調。昨年９⽉からの６回の議
る意⾒も、「デジタル教科書が認められなければ、世界に⼤きく後れを
目⽴った。

 デメリットをほとんど検討することなく議論を進めた作業部会が「中
のが、デジタルの「正式な教科書」への格上げと、紙かデジタルの「選

使う教科書を決める各地の教育委員会にとっては、精査や選定の負担が増す。

 東海地⽅の市教委担当者は「紙かデジタルか、どういう学習形態がふさわしいのか。今は科学的根拠も少なく、判
配する。

 教科書会社も懸念する。作業部会は教科書の形態として、紙とデジタル、その両⽅を組み合わせたハイブリッド型
た。教科書を制作する⽴場の委員が「３種類とも出すとなると制作⽇程が過密になり、対応できる発⾏者はいないか
場⾯もあった。

 内容の正確性や適切性を担保する教科書検定で、デジタルをどうチェックするかの議論も不⼗分だ。作業部会は中

デジタル教科書の利⽤拡⼤を議論する中教審の作業部会
（２⽉中旬、⽂科省で）＝浦上太介撮影
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を進める」とし、先送りした。デジタル教科書は動画や⾳声を多数取り込むことが予想され、⽂部科学省内でも「ど
するかの線引きが難しい」（幹部）と⾒る向きは多い。

 「推進ありき」の作業部会が置き去りにしているのが、デジタル教科書がもたらす学習への影響だ。

 東京⼤の酒井邦嘉教授（⾔語脳科学）らが⾏った研究では、学習の定着には、デジタルよりも、位置関係や質感な
る紙を使った⽅が有効だとする結果が得られた。

 紙に⽐べてデジタルの世界には多くの情報があふれているため、広く浅い理解にとどまったり、考える意欲を失っ
るという。

 酒井教授は「紙の教科書こそが脳の健全な成⻑の糧となる。⼗分な検討を経ずにデジタル教科書使⽤の道を広げれ
かねない」と警鐘を鳴らしている。（教育部 渡辺光彦、朝来野祥⼦）


